
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額

千円)

先端科学技術体験センター施設管理運営委託料

使用料 財　産区  分

手数料

予 算 要 求 資 料

令和５年度当初予算 支出科目 款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

(前年度予算額： 160,000160,000１ 事 業 費

0

一　般
財　源

159,915

財 源 内 訳

（１）要求の趣旨（現状と課題）

　先端科学技術体験センターの施設管理運営委託料
（２）事業内容

49 0

環境生活部県民文化局文化伝承課教育文化係 電話番号：058-272-1111(内3143)

E-mail：c11148@pref.gifu.lg.jp

収　入
その他 県　債

39160,000 0 159,912

39 0

寄附金

２ 要 求 内 容

・先端科学技術をテーマとした多彩な科学技術体験を通じて、２１世紀を担う青少年の科
学への興味を喚起する。
・知性豊かな創造性に満ちた人材の育成を図る。
・広く県民に生涯学習の場を提供する。

上記の内容を実現するため、平成１１年に先端科学技術体験センターが開設し、平成１１
年度～平成１７年度は、公益財団法人岐阜県研究開発財団が県の委託を受け運営を行っ
た。平成１８年度からは指定管理者制度を導入し、特定者指名により（指定期間５年
間）、引き続き同財団が運営を行った。平成２２年度の指定管理任期の満了に伴い、平成
２３年度からは公募により選定された民間事業者による運営（指定期間５年間）が行わ
れ、現在は当該事業者が３期目（令和３年度から令和７年度）の事業を運営している。今
回は現指定管理期間の３年目の委託料を要求するものである。

46 0

事業費

160,000

0



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

決定額の考え方
　

160,000

事業内容の詳細

先端科学技術体験センターの施設管理運営委託料

事業内容

160,000委託料

３ 事業費の積算 内訳

合計

金額

　公募により選定された民間事業者を指定管理者として指定しているため、県が負担する
ことは妥当である。

　なし



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R3年度
(R2) 実績

28,885 46,347

55 60

○指標を設定することができない場合の理由

（これまでの取組内容と成果）

・サイエンスショー、各種ワークショップ等の仕様書に定められた事業を実施し
た。業務執行にあたっては来館者アンケート等で利用者のニーズを把握し、業務
内容に反映させている。それにより、新型コロナウイルス感染症の影響下にあっ
ても利用者からは高い評価を得ている。

令
和
３
年
度

・仕様書に定められた業務を行うだけでなく、出張ワークショップやオンライン
事業の利用者数の増を実現する等、コロナ禍におけるニーズに対応した業務を
行っており、それが来館者数の回復に繋がっている。

指標① 目標：37,000 実績： 46,347 達成率： 125.3 ％

令
和
４
年
度

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

指標① 目標：20,000人 実績：28,885 達成率：144.4 ％

令
和
２
年
度

100.0%

①年間来館者数
（人） 50,000 50,000 50,000 92.7%

指標名
R4年度 R5年度 終期目標

②年間学校利用数
（校） 60 60 60

目標 目標 (R7) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

○先端科学技術をテーマとした多彩な科学技術体験を通じて、２１世紀を担う青少年
の科学への興味を喚起する。
○知性豊かな創造性に満ちた人材の育成を図る。
○広く県民に生涯学習の場を提供する。
上記内容を実現するため、各種ワークショップ・イベント等を実施するとともに、外
部連携強化による新たなネットワークの構築を行っていく



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

老朽化に伴う修繕や機器等更新、先端科学技術に対応できるメニュー開発

(評価) 全国的にも珍しい体験型に特化した科学館であり、学校で実施が難しい体験
授業の現場としての機能も有している。また、SSH(ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ)等の支
援機関としてのノウハウや経験も有した施設であり、地域になくてはならな
い施設である。

２

(評価) 新型コロナウイルス感染症により来館者が減ったものの、オンライン事業を
実施する等、実施内容を適宜変更することで、アンケートによる利用者の満
足度は高い水準を維持できている。２

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
老朽化に伴う修繕や機器等更新について、計画的に実施する。また、魅力あるメ
ニューの開発やプログラムの構成に努めるとともに、効率的なＰＲ活動を行うことに
より、誘客・利用促進を図る。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 指定管理評価員会議において、同評価員から「協定書等に定める水準を上回
る管理運営がされている」と評価されており、県としても「優れた管理運営
がされており、かつ十分な実績・成果を上げている」と評価している。１

２ 事業の評価と課題


